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部　長

大谷　俊郎

慶應義塾大学
看護医療学部教授

監　督

戸崎　　洋

慶應義塾大学

H・コーチ

佐々木三男

日本体育大学
環境情報学部教授

A・コーチ

実吉　邦純

慶應義塾大学

S&Cスタッフ

山木　伸允

早稲田大学

主　務

福田　　理

大田原
文　４

4年学生コーチ

板倉　琢磨

慶應義塾志木
経済４

4
	 環境情報	 4

① G	 ② 173	 ③ 69
④ A	 ⑤ 1988.08.01
⑥京北
⑦	なにがなんでも勝ちま
す！

二
に の み や

ノ宮　康
こうへい

平

8
	 法	 4

① PG	 ② 175	 ③ 69
④ A	 ⑤ 1988.10.20
⑥慶應義塾志木
⑦ワクワクさせます☆

黒
くろさわ

澤　悠
ゆう

5
	 環境情報	 4

① F	 ② 187	 ③ 85
④ O	 ⑤ 1988.04.16
⑥福大大濠
⑦	これまでお世話になった方々へ

マイホーム（記念館）で共に肩
を組み若き血を歌いましょう

酒
さ か い

井　祐
ゆうすけ

典

9
	 法	 4

① PF	 ② 190	 ③ 85
④ A	 ⑤ 1988.11.07
⑥慶應義塾志木
⑦奪還！

澤
さわたに

谷　裕
ひろゆき

之

6
	 環境情報	 4

① G.F	 ② 185	 ③ 80
④ A	 ⑤ 1988.12.21
⑥正智深谷
⑦ 	4年目の集大成。「勝利」

しかイメージしてませ
ん。

金
かなおか

岡　亮
りょうすけ

介

10
	 環境情報	 4

① F	 ② 184	 ③ 79
④？	 ⑤ 1988.04.30
⑥國學院久我山
⑦	去年のリベンジを果た
します。

丸
まるはし

橋　駿
と し き

貴

7
	 総合政策	 4

① C	 ② 205	 ③ 95
④ B	 ⑤ 1988.12.16
⑥芝
⑦集大成見せます

岩
いわした

下　達
たつろう

郎

11
	 環境情報	 3

① F	 ② 186	 ③ 80
④ AB	 ⑤ 1989.07.20
⑥長崎西
⑦ホームの意地見せます。

麻
あ そ う

生　慧
けい

12
	 環境情報	 3

① PG	 ② 176	 ③ 68
④ B	 ⑤ 1989.09.22
⑥春日部
⑦ 	3 回目の早慶戦。去年

のリベンジ必ず！

金
か ね こ

子　峻
しゅんや

也

13
	 環境情報	 3

① F	 ② 190	 ③ 85
④ B	 ⑤ 1989.10.20
⑥春日部
⑦ 2回とも勝ちます！！

春
はるもと

本　龍
たつあき

彬

14
	 環境情報	 3

① F	 ② 185	 ③ 80
④ O	 ⑤ 1989.04.02
⑥福大大濠
⑦絶対勝ちます。

松
ま つ や

谷　直
な お と

人

15
	 環境情報	 3

① F	 ② 188	 ③ 84
④ O	 ⑤ 1989.05.01
⑥清風南海
⑦何が何でも勝ったる！

家
や じ

治　敬
け い た

太

16
	 環境情報	 1

① G	 ② 179	 ③ 67
④ A	 ⑤ 1991.09.23
⑥福大大濠
⑦	声を出して、一生懸命
頑張ります。

田
た な か

中　貴
たかひろ

啓

17
	 法	 2

① F	 ② 194	 ③ 87
④ B	 ⑤ 1990.09.04
⑥国立
⑦	ホームです。絶対勝ち
ます。

桂
かつら

　竜
りょうま

馬

18
	 環境情報	 2

① F	 ② 190	 ③ 90
④ AB	 ⑤ 1990.08.31
⑥春日部
⑦絶対勝つ！

清
し み ず

水　隆
たかあき

亮

19
	 法	 1

① G	 ② 180	 ③ 78
④ A	 ⑤ 1991.06.16
⑥洛南
⑦	少しでもチームの力に
なれるように頑張りま
す。

蛯
え び な

名　涼
りょう

20
	 経済	 1

① F	 ② 186	 ③ 78
④？	 ⑤ 1991.11.01
⑥慶應義塾
⑦頑張ります

長
ちょうめい

命　祐
ゆ う き

樹

21
	 総合政策	 1

① F	 ② 193	 ③ 75
④ B	 ⑤ 1991.07.12
⑥魚津
⑦	少しでも勝利に貢献し
ます！

中
なかじま

島　祥
しょうへい

平

22
	 総合政策	 1

① SG	 ② 187	 ③ 73
④ O	 ⑤ 1991.05.29
⑥福大大濠
⑦	少しでもチームに貢献
し絶対勝ちます

矢
や じ ま

嶋　瞭
あきら

23
	 環境情報	 1

① CF	 ② 194	 ③ 100
④ O	 ⑤ 1992.01.11
⑥佼成学園
⑦全力を出し切ります！

本
もとはし

橋　祐
ゆうすけ

典

※	①ポジション		②身長		③体重		④血液型		⑤生年月日		⑥出身校		⑦自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）※	①ポジション		②身長		③体重		④血液型		⑤生年月日		⑥出身校		⑦自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）
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氏　　名 学部・学年 Ｐ 身長 体重 血液型 生年月日 出身校 自己アピール

五
い が ら し

十嵐将
ま さ し

司 経 済 4 志木高学
生コーチ 178 90 O 1988.07.30 慶應義塾志木 最後の早慶戦、全てを勝利に捧げます。

加
か と う

藤　誉
た か き

樹 環境情報 4 学連審
判部 187 70 O 1988.06.30 福大大濠

安
あんざい

西　力
り き や

哉 商 3 PG 164 60 O 1989.01.24 SOUTH One	goal:Revenge

飯
いいづか

塚　文
ふみたか

貴 法 3 G 172 62 A 1989.12.24 慶應義塾湘南
藤沢 総力戦。勝つ！！

尾
お ざ き

崎　康
やすたか

隆 経 済 3 学連競
技部 169 60 B 1989.11.17 慶應義塾 今年勝って、来年こそは・・・

高
たかまつ

松　将
しょうご

吾 法 3 3年学生
コーチ 174 63 B 1989.06.26 慶應義塾 何が何でも勝ちます。

店
たなはし

橋　　彩
ひかる

法 3 G 170 60 AB 1989.07.01 長岡 完全勝利！！

成
な る せ

瀬　太
た い き

揮 経 済 3 副務 173 62 A 1990.02.02 慶應義塾 記念館で昨年の借り返します！！

原
は ら た

田　拓
た く や

弥 総合政策 3 C 200 85 B 1989.11.09 岡崎城西 頑張ります。

咸
はん

　　敏
みんそん

誠 総合政策 3 F 182 75 B 1989.12.28 桐蔭学園 絶対に勝つ！！

藤
ふ じ き

木　　譲
ゆずる

法 3 F 186 78 A 1989.09.11 國學院久我山 今年こそ完全なる勝利

松
ま つ お

尾　拓
た く ま

真 環境情報 3 3年学生ト
レーナー 176 63 A 1989.07.08 國學院久我山 勝ちにいきます！

大
おおつき

槻　　健
たけし

商 2 G 174 67 B 1988.05.20 洛南 根性みせます

近
こんどう

藤　　蒼
そう

総合政策 2 G 178 71 A 1990.09.14 秋田 全力で頑張ります！！

齋
さいとう

藤　　優
すぐる

経 済 2 F 183 75 B 1989.04.10 静岡 常に前進。

野
の ろ

呂　昇
しょうへい

平 法 2 F 187 81 O 1990.12.27 慶應義塾 絶対に勝って若き血歌います！！

大
お お き

木　崚
りょうすけ

介 経 済 1 F 184 72 B 1992.01.15 慶應義塾志木 チーム一丸となって頑張ります。

奥
おくむら

村　翔
しょうた

太 経 済 1 SG 172 66 A 1990.03.31 慶應義塾NY
学院 打倒早稲田

佐
さ が

賀　　僚
りょう

文 1 PG 163 63 B 1990.06.20 秋田 チームに貢献できる役割を果たす。

遠
とおやま

山　啓
けいいち

一 経 済 1 1年学生ト
レーナー 172 65 O 1991.04.12 慶應義塾 全力でサポートします。

永
な が い

井　賢
け ん と

人 経 済 1 G 171 67 A 1992.03.29 慶應義塾湘南
藤沢 がんばります！

成
な る せ

瀬　啓
けいすけ

祐 経 済 1 PG 177 72 O 1990.10.05 慶應義塾NY
学院 慶應の勝利しか見えません。

平
ひらいし

石　健
け ん と

斗 環境情報 1 G 178 74 A 1991.04.21 慶應義塾 精一杯頑張ります

水
みずたに

谷　正
まさのぶ

伸 総合政策 1 G 181 75 O 1991.10.16 秦野 先輩方のサポートを全力でして、プレイ
を見ながら色々と学びたいと思います!!!
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※	①ポジション		②身長		③血液型		④生年月日		⑤出身校		⑥自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）※	①ポジション		②身長		③血液型		④生年月日		⑤出身校		⑥自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）

部　長

大谷　俊郎

慶應義塾大学

監　督

斎藤　哲也

慶應義塾大学

コーチ

佐々木　毅

慶應義塾大学

A．コーチ

金澤　健太

慶應義塾大学

アドバイザー

木下　佳子

日本体育大学

主　務

長谷川美佳

法法４
慶應義塾NY学院高

副　務

大西彩穂子

法政３
慶應義塾女子高

4
	 法政	 4

① F	 ② 163	 ③ AB	
④ 1988.09.10
⑤慶應義塾女子
⑥	全員バスケット、やり
ます！

礒
いそがい

貝　佳
か な こ

菜子

8
	 商	 3

① F	 ② 164	 ③ AB	
④ 1989.06.11
⑤慶應義塾女子
⑥今年こそ ･･･ ！！

大
おおたけ

嶽　沙
さ え

絵

5
	 文	 4

① G	 ② 158	 ③ A	
④ 1988.08.31
⑤慶應義塾女子
⑥	応援めちゃくちゃ力に
なります！ので、よろ
しくお願いします！！

正
しょうだ

田　恵
めぐみ

9
	 文	 3

① C	 ② 170	 ③ O	
④ 1990.01.21
⑤田園調布学園
⑥	自分の役割を全うしま
す！

千
ち よ の ぶ

代延　彩
あ や こ

子

6
	 法法	 4

① F	 ② 167	 ③ AB	
④ 1989.01.11
⑤慶應義塾女子
⑥	感謝の気持ちをプレー
に込めて、出し切りま
す！

野
の ぐ ち

口　有
あ ゆ み

佑美

10
	 法政	 3

① G	 ② 163	 ③ A	
④ 1990.01.02
⑤慶應義塾女子
⑥	思い切りよくプレーし
ます！

石
いしかわ

川　奏
か な こ

子

7
	 経済	 3

① C	 ② 172	 ③ O	
④ 1990.01.19
⑤慶應義塾女子
⑥	慶應のバスケを全力で
体現します！！

加
か と う

藤　万
ま ゆ こ

由子

11
	 文	 2

① F	 ② 167	 ③ O	
④ 1990.09.23
⑤東京学芸大学附属
⑥	熱いプレーで盛り上げ
ます☆

柏
かしわぎ

木　理
り さ

沙

12
	 理工	 2

① G	 ② 161	 ③ O	
④ 1990.10.31
⑤県立宮崎北
⑥	爽やかに☆にこやかに
☆

川
かわむら

村　未
み く

来

13
	 文	 2

① C	 ② 164	 ③ A	
④ 1990.04.17
⑤慶應義塾女子
⑥	思いっきりプレーしま
す☆

塩
し お た

田　美
み ほ

穂

14
	 商	 2

① F	 ② 160	 ③ A	
④ 1990.07.02
⑤穎明館
⑥勝利に貢献☆

清
し み ず

水　佳
か よ

世

15
	 経済	 2

① G	 ② 157	 ③ A	
④ 1990.01.18
⑤県立船橋
⑥	全力でシュートを決め
てきます☆

保
や す い

井　裕
ゆ か り

香里

16
	 文	 2

① G	 ② 158	 ③ B	
④ 1990.09.22
⑤八雲学園
⑥	自分らしく頑張ります
☆

前
まえかわ

川　愛
あい

17
	 総合政策	 1

① C	 ② 167	 ③ B	
④ 1991.04.13
⑤慶應義塾湘南藤沢
⑥頑張ります！

森
もりした

下　綾
あや
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２
０
０
９
年
シ
ー
ズ
ン
、
我

が
慶
應
義
塾
体
育
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
は
、
新
チ
ー
ム
で

の
初
陣
と
な
る
慶
関
定
期
戦
に

て
、
ア
ウ
ェ
イ
の
重
圧
に
臆
す

る
こ
と
な
く
２
連
勝
を
飾
り
、

関
東
大
学
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は

長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
40
年
ぶ

り
５
回
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ

た
。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
秋
の
リ

ー
グ
戦
に
臨
ん
だ
が
、
そ
こ
で

は
惜
し
く
も
準
優
勝
。
続
く
イ

ン
カ
レ
で
は
、
決
勝
戦
で
リ
ー

グ
時
に
二
連
勝
で
押
し
の
け
た

日
本
大
学
に
敗
れ
、
悔
し
く
も

全
日
本
二
連
覇
の
夢
が
叶
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
と
は
言
う
も

の
の
、
そ
の
実
力
は
間
違
い
な

く
日
本
ト
ッ
プ
レ
ヴ
ェ
ル
。
確

か
な
自
信
と
、
塾
代
表
と
し
て

の
誇
り
を
胸
に
、
勝
負
の
年
を

戦
い
抜
く
！

　

本
年
度
は
、「O

ne or 
N

one

」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
「N

o.1

」

に
こ
だ
わ
る
。
目
標
は
、
春
の

早
慶
定
期
戦
完
全
優
勝
、
秋
の

全
日
本
王
座
奪
還
で
あ
る
が
、

目
の
前
の
試
合
を
一
つ
一
つ
着

実
に
乗
り
越
え
て
初
め
て
、
こ

れ
ら
の
偉
大
な
タ
イ
ト
ル
を
獲

得
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
常
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
で
あ
り
続
け
、
謙
虚

に
ひ
た
向
き
に
、
そ
し
て
学
生

ら
し
く
溌
剌
と
戦
い
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
す
。
現
在
早
慶

戦
の
通
算
戦
績
は
33
勝
34
敗
。

今
回
何
と
し
て
も
勝
率
を
タ
イ

に
引
き
戻
し
、
来
年
度
の
勝
ち

越
し
へ
と
確
実
に
繋
げ
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
昨
年
度
、
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
涙
を
の
ん
だ

本
塾
。
あ
の
時
の
雪
辱
を
晴
ら

す
た
め
に
一
年
間
積
み
上
げ
て

き
た
部
員
一
人
一
人
の
力
を
、

　

注
目
は
何
と
い
っ
て
も
下
級

生
時
よ
り
チ
ー
ム
の
主
力
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
、
二
ノ
宮
、

酒
井
、
岩
下
の
最
上
級
生
ト
リ

オ
で
あ
ろ
う
。
大
学
最
後
の
慶

早
戦
、
優
勝
に
か
け
る
意
気
込

み
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

る
。
二
ノ
宮
康
平
（
No
・
４
）

は
キ
ャ
プ
テ
ン
兼
リ
ー
ド
ガ
ー

ド
で
あ
り
、
チ
ー
ム
の
精
神
的

柱
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
特
出
し
た
ゲ
ー
ム
メ
イ

ク
セ
ン
ス
と
比
類
な
き
ス
ピ
ー

ド
で
常
に
ハ
イ
テ
ン
ポ
な
展
開

今
こ
そ
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

慶
應
義
塾
の
最
大
の
持
ち
味
で

あ
る
「
一
体
感
」
は
、
尚
の
こ

と
健
在
。
全
員
が
役
割
を
果
た

し
、
価
値
あ
る
勝
利
を
掴
み
取

る
。

を
演
出
す
る
。
と
も
す
れ
ば
、

自
ら
も
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
と

化
す
る
二
ノ
宮
。
チ
ー
ム
メ
イ

ト
の
絶
大
な
信
頼
と
期
待
を
背

に
、
会
場
を
熱
狂
の
渦
へ
と
巻

き
込
む
。
次
に
酒
井
祐
典

（
No
・
５
）。
稀
代
の
オ
ー
ル
ラ

ウ
ン
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
、

過
去
三
年
間
、
重
要
な
局
面
で

幾
度
と
な
く
チ
ー
ム
を
勝
利
へ

と
導
い
て
き
た
男
。
圧
巻
は
な

ん
と
い
っ
て
も
気
魄
で
掴
み
取

る
リ
バ
ウ
ン
ド
と
、
強
靭
な
肉

体
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
ポ
ス
ト

プ
レ
ー
。天
性
の
勝
負
強
さ
で
、

相
手
を
黙
ら
せ
る
。
岩
下
達
郎

（
No
・
７
）
は
驚
異
的
な
支
配

力
を
誇
る
、
日
本
屈
指
の
セ
ン

タ
ー
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
プ
レ
ー
か

ら
の
強
烈
な
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー

ト
、
繊
細
な
タ
ッ
チ
の
ロ
ン
グ

シ
ュ
ー
ト
な
ど
、
シ
ュ
ー
ト
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
み
、
早
稲
田
は
岩
下
を
攻
略

す
る
の
に
途
轍
も
な
い
労
力
を

費
や
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

剛
と
柔
を
兼
ね
備
え
た
、
本
塾

の
揺
る
ぎ
な
き
大
黒
柱
だ
。
金

岡
（
No
・
６
）、
黒
澤(

No
・
8
）、

澤
谷(

No
・
９
）、
丸
橋(

No
・

10
）
は
、
最
上
級
生
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ヤ
―
。
リ
バ
ウ
ン
ド
、
ル

ー
ズ
ボ
ー
ル
、
3P
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
随
所
で
の
役
割
を
課
せ

ら
れ
て
い
る
。
流
れ
を
引
き
寄

せ
る
ビ
ッ
グ
プ
レ
ー
に
期
待
し

た
い
。

　

昨
年
度
ま
で
の
２
年
間
こ
の

チ
ー
ム
に
在
籍
す
る
も
、
な
か

な
か
出
場
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、

苦
汁
を
な
め
て
き
た
学
年
が
３

年
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
２
月

の
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
を
皮
切
り
に

頭
角
を
現
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー

が
非
常
に
多
く
、
目
標
達
成
の

た
め
に
は
、
彼
ら
の
成
長
が
必

要
条
件
と
な
る
こ
と
も
事
実

だ
。
こ
こ
で
は
そ
ん
な
成
長
著

し
い
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
た

い
。
ま
ず
一
人
目
は
、
昨
年
か

ら
シ
ッ
ク
ス
マ
ン
と
し
て
チ
ー

ム
を
支
え
、
今
で
は
チ
ー
ム
の

得
点
源
と
し
て
活
躍
す
る
、
浪

速
の
フ
ィ
ン
ガ
ー
ロ
ー
ラ
ー
・

家
治
敬
太
（
No
・
15
）
だ
。
正

確
無
比
の
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
に

セ
ン
ス
フ
ル
な
ア
シ
ス
ト
パ
ス

と
、
観
る
者
を
魅
了
す
る
彼
の

プ
レ
イ
は
日
に
日
に
凄
味
を
増

し
て
き
て
い
る
。
上
級
生
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
練
習
中
も

激
し
く
檄
を
飛
ば
す
よ
う
に
な

っ
た
彼
に
は
、
最
早
死
角
な
ど

な
い
。
こ
の
慶
早
戦
に
お
い
て

も
、
必
ず
や
本
塾
を
勝
利
に
導

い
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
二
人
目

は
、
昨
年
度
・
新
人
戦
得
点
王

に
輝
い
た
、
金
子
峻
也
（
No
・

12
）。
誰
も
が
認
め
る
類
い
稀

な
る
得
点
能
力
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
今
年
度
は
PG
と
し
て
チ

ー
ム
を
引
っ
張
る
姿
も
板
に
付

い
て
き
た
。
私
生
活
で
は
ユ
ニ

ー
ク
な
一
面
も
見
せ
る
彼
だ

が
、
ひ
と
た
び
コ
ー
ト
に
降
り

る
と
厳
し
い
セ
カ
ン
ド
ガ
ー
ド

争
い
に
よ
っ
て
得
た
ゲ
ー
ム
メ

イ
ク
力
で
、
仲
間
の
力
を
一
気

に
引
き
出
し
て
い
く
。
大
き
く

成
長
し
た
金
子
に
期
待
し
た

い
。
次
に
紹
介
す
る
の
は
、

PF
春
本
龍
彬
（
No
・
13
）。
高

身
長
な
が
ら
得
意
の
ミ
ド
ル
シ

ュ
ー
ト
は
入
り
出
し
た
ら
誰
に

も
止
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、
イ

ン
サ
イ
ド
で
は
華
麗
な
ス
テ
ッ

プ
ワ
ー
ク
で
相
手
を
翻
弄
す

る
。
課
題
の
精
神
力
も
徐
々
に

克
服
し
、
今
で
は
本
塾
の
得
点

源
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
他
に

も
、
鍛
え
抜
か
れ
た
強
靱
な
肉

体
を
持
つ
松
谷
直
人
（
No
・

14
）
は
、
リ
バ
ウ
ン
ド
に
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
と
、
本
塾
の
伝
統
で

あ
る
泥
臭
さ
を
体
現
し
、
チ
ー

ム
を
鼓
舞
す
る
。
怪
我
か
ら
復

帰
し
た
麻
生
慧
（
No
・
11
）
も
、

抜
群
の
身
体
能
力
を
駆
使
し
、

起
爆
剤
と
し
て
コ
ー
ト
を
縦
横

無
尽
に
駆
け
巡
る
。
彼
ら
二
人

は
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
多

く
、
機
会
を
得
ら
れ
れ
ば
必
ず

結
果
を
残
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

上
級
生
と
な
っ
た
彼
ら
３
年
生

か
ら
目
が
離
せ
な
い
。
２
年
生

に
は
、
本
塾
の
将
来
を
担
う
２

人
の
ビ
ッ
ク
マ
ン
が
控
え
る
。

一
人
目
の
ビ
ッ
グ
マ
ン
は
、
身

長
１
９
４
cm
の
桂
竜
馬
（
No
・

17
）
だ
。
高
校
時
代
は
目
立
っ

た
実
績
こ
そ
な
い
も
の
の
、
非

凡
な
頭
脳
を
備
え
、
本
塾
の
考

え
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
体
現
す

る
。
武
器
で
あ
る3P

シ
ュ
ー

ト
に
は
い
っ
そ
う
磨
き
が
か
か

り
、
身
長
を
生
か
し
た
フ
ッ
ク

シ
ュ
ー
ト
等
の
イ
ン
サ
イ
ド
プ

レ
イ
も
目
に
見
張
る
成
長
を
遂

げ
た
。
明
晰
な
頭
脳
を
用
い
て

冷
静
な
判
断
を
下
し
、
チ
ー
ム

を
１
０
０
％
の
勝
利
へ
近
づ
け

て
く
れ
る
は
ず
だ
。
も
う
一
人

の
ビ
ッ
ク
マ
ン
は
、
身
長

１
９
０
cm
の
清
水
隆
亮
（
No
・

18
）
だ
。
高
身
長
な
が
ら
彼
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
テ
ク
ニ
ッ

ク
に
は
誰
も
が
驚
嘆
す
る
。
変

幻
自
在
の
シ
ュ
ー
ト
は
ボ
ー
ル

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
力
の
高
さ
を
示

し
、
誰
に
も
物
怖
じ
し
な
い
性

格
か
ら
か
、
ど
ん
な
状
況
下
に

お
い
て
も
怯
ま
ず
虎
視
眈
々
と

　

４
月
か
ら
慶
應
義
塾
の
新
し

い
仲
間
と
し
て
加
わ
っ
た
14
名

の
一
年
生
。
全
国
各
地
か
ら
高

い
志
を
抱
い
て
結
集
し
た
彼
ら

が
チ
ー
ム
に
も
た
ら
す
勢
い

は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
力

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
既
に

春
先
か
ら
即
戦
力
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し

た
い
。
ま
ず
は
、
そ
の
知
的
な

面
持
ち
と
謙
虚
な
姿
勢
が
印
象

的
な
ク
ー
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
、

蛯
名
涼(

No
・
19
）。
練
習
で

の
理
解
力
、
表
現
力
、
安
定
感
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
随
一
、
会
場

の
注
目
を
集
め
る
こ
と
請
け
合

い
で
あ
る
。
二
人
目
は
、
圧
倒

的
な
ス
ピ
ー
ド
と
ク
レ
バ
ー
ネ

ス
が
光
る
、矢
嶋
瞭
（
No
・
22
）。

一
つ
一
つ
の
洗
練
さ
れ
た
動
き

は
観
る
も
の
に
大
き
な
期
待
を

抱
か
せ
る
。
淡
々
と
し
た
性
格

か
ら
は
想
像
出
来
な
い
ほ
ど
の

迫
力
を
放
つ
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か

ら
、
速
攻
の
先
陣
を
切
る
攻
撃

力
、
こ
の
男
か
ら
一
瞬
た
り
と

も
眼
が
離
せ
な
い!!

最
後
に
、

異
な
る
タ
イ
プ
の
大
型
新
人
、

得
点
を
狙
っ
て
く
る
。
人
数
の

少
な
い
2
年
生
、
彼
ら
を
ま
と

め
る
二
人
の
双
肩
に
期
待
が
掛

か
る
。

中
島
祥
平
（
No
・
21
）
と
本
橋

祐
典
（
No
・
23
）
だ
。
高
校
時

代
、
全
国
大
会
で
は
共
に
無
名

の
二
人
で
あ
る
が
、
代
表
合
宿

で
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ

が
認
め
ら
れ
着
実
に
力
を
蓄
え

て
き
た
。
中
島
は
そ
の
高
身
長

に
加
え
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
シ
ュ

ー
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
プ
レ
ー
に

も
秀
で
た
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー

プ
レ
イ
ヤ
ー
。
本
橋
は
、
恵
ま

れ
た
体
格
を
生
か
し
た
力
強
い

リ
バ
ウ
ン
ド
が
魅
力
の
仕
事

人
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
岩
下
の

負
担
を
い
か
に
減
ら
す
か
が
大

き
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
が
、
二
人
の
貢
献
度
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
是
非
と
も
活
気
漲
る

度
胸
満
点
の
彼
ら
に
注
目
し
て

頂
き
た
い
。

　

例
年
に
な
く
層
の
厚
く
な
り

そ
う
な
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
正
し

く
勝
負
の
一
年
！　

伝
統
の
全

員
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
、
早
慶
戦
優

勝
の
座
を
奪
還
す
る
。

勝
負
の
年

飛
躍
す
る
戦
力

超
期
待
の
新
星

４
年　

二
ノ
宮
康
平
（
Ｎ
ｏ
・
４
）

３
年　

家
治　

敬
太
（
Ｎ
ｏ
・
15
）

１
年　

矢
嶋　

瞭
（
Ｎ
ｏ
・
22
）
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昨
年
度
秋
の
リ
ー
グ
戦
、
本
塾

は
、
年
々
激
化
し
て
い
く
三
部
の

荒
波
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
本
年
度

は
「
チ
ー
ム
力
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、全
員
で
白
星
を
取
り
に
い
く
。

チ
ー
ム
の
決
ま
り
ご
と
は
、
い
た

っ
て
シ
ン
プ
ル
だ
。

一
、
責
任
と
自
覚

二
、
信
頼
関
係

三
、
感
謝
の
気
持
ち
、

こ
の
三
カ
条
を
胸
に
、
早
稲
田
に

立
ち
向
か
う
。

　

本
年
度
の
チ
ー
ム
は
新
た
な
ス

タ
ッ
フ
を
迎
え
、
体
制
を
一
新
し

た
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
に
金

澤
健
太
氏
（
元
慶
應
女
子
高
コ
ー

チ
）、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
木
下
佳

子
氏
を
迎
え
た
。
経
験
豊
富
な
二

人
の
指
導
も
加
わ
っ
た
本
塾
の
今

後
に
乞
う
ご
期
待
！

　

本
塾
が
現
在
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、『
部
員
一
人
一
人
が
、
チ

ー
ム
の
勝
利
に
対
す
る
己
の
責
任

を
自
覚
し
、
行
動
す
る
』
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。全
員
バ
ス
ケ
こ
そ
、

本
塾
の
生
き
る
道
だ
と
考
え
る
。

　

部
内
一
の
「
全
員
バ
ス
ケ
」
体

現
者
は
、
や
は
り
こ
の
人
、
主
将

♯
4
礒
貝
だ
。
礒
貝
は
三
年
時
か

ら
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
。

粘
り
強
く
堅
実
な
プ
レ
ー
で
勝
利

に
貢
献
し
て
き
た
。
誰
よ
り
も
背

中
で
語
る
女
、
礒
貝
の
ガ
ッ
ツ
溢

れ
る
プ
レ
ー
に
注
目
し
て
ほ
し

い
。
四
年
、
そ
し
て
主
将
の
意
地

を
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

副
将
♯
5
正
田
は
本
塾
の
元
気

印
。
持
ち
前
の
明
る
さ
と
合
わ
せ

の
感
性
で
、
コ
ー
ト
内
外
両
方
か

ら
チ
ー
ム
に
流
れ
を
呼
び
込
む
。

常
に
前
を
向
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

姿
勢
で
チ
ー
ム
を
け
ん
引
す
る
。

　

♯
6
野
口
の
し
な
や
か
な
プ
レ

ー
は
後
輩
の
憧
れ
で
あ
る
。
一
見

大
人
し
く
見
え
る
が
、
野
口
の
攻

撃
力
は
チ
ー
ム
の
要
だ
。
彼
女
の

闘
志
が
チ
ー
ム
を
勝
利
へ
誘
う
こ

と
、
間
違
い
な
い
！

　

今
年
の
四
年
生
は
全
員
が
付
属

校
出
身
、
内
部
進
学
生
と
い
う
、

珍
し
い
構
成
だ
。
究
極
の
慶
應
愛

を
持
つ
彼
女
達
、
最
後
の
憧
れ
の

舞
台
「
早
慶
戦
」
で
燃
え
な
い
訳

が
無
い
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
し
っ
か
り
者
が

集
ま
る
三
年
生
を
紹
介
す
る
。
♯

7
加
藤
は
落
ち
着
き
漂
う
風
格
と

存
在
感
で
得
点
を
重
ね
る
。
彼
女

が
ゴ
ー
ル
下
に
い
て
く
れ
る
安
心

感
は
莫
大
で
あ
る
。

　

怪
我
か
ら
復
帰
し
た
ば
か
り
の

♯
8
大
嶽
。
苦
し
い
期
間
を
乗
り

越
え
た
大
嶽
は
、
必
ず
や
天
性
の

攻
撃
力
を
コ
ー
ト
で
爆
発
さ
せ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

♯
10
石
川
に
は
巧
み
な
ボ
ー
ル

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
で
相
手
を
翻
弄
し

て
欲
し
い
。
い
つ
も
一
生
懸
命
な

石
川
の
姿
勢
は
先
輩
か
ら
も
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

復
帰
を
目
指
し
て
リ
ハ
ビ
リ
中

の
千
代
延
と
清
水
、
そ
し
て
主
務

長
谷
川
と
副
務
大
西
。
こ
の
四
名

も
、
チ
ー
ム
に
い
か
に
貢
献
す
る

か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
る
。

　

上
級
生
を
筆
頭
に
、
チ
ー
ム
が

ま
と
ま
り
始
め
て
い
る
。

　

全
員
バ
ス
ケ
で
挑
む
本
年
度
の

本
塾
は
、
積
極
的
に
若
い
力
を
コ

ー
ト
に
送
り
出
す
。

　

＃
16
前
川
（
二
年
）
に
は
チ
ー

ム
メ
イ
ト
全
員
が
絶
大
な
る
信
頼

を
置
い
て
い
る
。
オ
フ
ェ
ン
ス
・

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
共
に
チ
ー
ム
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
前
川
。
彼
女

が
勝
利
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

♯
11
柏
木
は
見
た
目
の
可
愛
さ

か
ら
は
想
像
出
来
な
い
、
ど
根
性

プ
レ
ー
を
繰
り
出
す
。
柏
木
の
伸

び
伸
び
と
し
た
元
気
の
良
い
プ
レ

ー
は
本
塾
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在

で
あ
り
、チ
ー
ム
を
元
気
づ
け
る
。

　

ご
来
場
頂
い
た
だ
い
た
皆
様
に

伝
え
た
い
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
慶

應
義
塾
体
育
会
大
学
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
部
員
に
は
、
芯

が
あ
る
。
追
い
求
め
る
理
想
が
あ

る
。
何
故
バ
ス
ケ
を
続
け
て
い
る

の
か
、そ
の
先
に
何
が
あ
る
の
か
。

総
二
十
一
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
学
生

が
一
丸
と
な
り
、「
勝
利
」
へ
突

き
進
む
毎
日
を
幸
せ
に
感
じ
て
い

る
。
こ
の
幸
せ
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
全
て
の
人
々
に
、
今
日
は
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
本
塾
の
全
員
バ
ス

ケ
を
ご
堪
能
あ
れ
！

　

♯
12
川
村
は
腰
に
爆
弾
を
抱
え

な
が
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4　年
礒貝佳菜子（#4）

4　年
野口有佑美（#6）

2　年
前川　愛（#16）
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と
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覚



「コートの外では…？」

―みなさんのキャラクターを知りたいのですが、

チームメイトがどんな人なのか教えて頂けません

か？

酒井　：じゃあ早稲田から。

井手　：相井は腹黒くて、秘密主義で…。

金井　：適当で…。

相井　：なんでやねん！比較的真面目やと思うけど

な。

井手　：責任感が強くて、誰とでも話せてチームを

まとめられる存在。キャプテンに適任だよね。

―金井さんはどんな人ですか？

井手　：賢治は適当で。

相井　：天の邪鬼だよね。本当はそう思ってないの

に違うことを言っちゃうみたいな。

井手　：シャイなんだよね。意外と恥ずかしがり屋

さんなんだよ。あと勉強が出来ない（笑）。でもなん

だかんだで愛されてるんだよね。

相井　：適当でもみんなに大事にされてるよね。

金井　：もう恥ずかしいから（笑）

―井手さんはどんな人ですか？

井手　：僕はまぁ、真面目で…。

金井　：井手は適当で、根暗で…。

井手　：根暗は違う（笑）。もっといいとこ言って。

相井　：負けず嫌いかな。

井手　：それはある。

相井　：Ｂチームに負けるのとかが嫌だし、１対１

とかで負けるのも嫌だよね。それがプレーに出てる。

「最近の両チーム」

―ここまでの早稲田について教えてください。新

チームがスタートしてから数カ月。練習試合も何試

合かこなしてチームの形もだいぶ見えてきたので

は？

井手　：何試合かやってきたけど、うちはムラがあ

りますね。去年以上にかみ合ったときの力はあると

思うんですけど。トーナメントでは絶対にベスト４

にはいきたい。そして決勝にいきたい。というか俺

はいける気がする。

相井　：いい状態でプレー出来たらいける。悪くな

ったときにガーって崩れちゃうんだけど。相手チー

ムがどうこうというよりは、前期ということもある

し、いかに自分たちのプレーが出来るかだよね。そ
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金井　：まぁ、真面目で授業真面目に出て、僕の授

業も全部組んでくれました（笑）。

―では慶應の皆さんに。面白い方はいますか？

二ノ宮　：祐典は天然で面白いってよく思われるん

ですけど、実はいつもウケを狙っていて、よく言えば

賢くて計算高く、悪く言えば腹黒い（笑）。　でもバ

スケになるとすごい責任感があって、練習を真面目

に取り組む姿勢もあり、頼れる存在です。ただ、練

習中に独り言が多くて何を言っているのかよく分か

らない時もあります。後輩は怖がっている人もいれ

ば、変な人だなと思っている人もいると思います。

酒井　：それも計算です（笑）。

―次は岩下さんについて教えてください。

酒井　：誰とでも喋れて、学校の中では女の子から

チヤホヤされ、男からも人気ですね。自分から絡み

にいけるんでどこに行っても人気者です。

二ノ宮　：やっぱりデカイんで、皆その話題から入

るんですけど、普通はそれだとあんまり会話が弾ま

なさそうじゃないですか。でも岩下は人柄がいいん

で、すごく印象が良い。

酒井　：友達がすごく多い。

二ノ宮　：そう、とにかく第一印象がメチャクチャ

いい。

―最後に二ノ宮主将について

酒井　：賢い（笑）。　

二ノ宮　：お前言わなくていいよ（笑）。

岩下　：巷では『こどもキャプテン』と呼ばれている

らしいんですけど、考えがすごくしっかりしていま

す。最近では人前で喋ることにも慣れてきて、キャ

プテンシーを発揮してくれているし、とにかく頼れ

る存在です。

　４月末、都内某所にて行われた早慶戦対談。４年間チームの主力としてコー
トに立ち続ける６人が、最後の早慶戦に向けての思いを語る。早慶としてある
意味一つのチームのように４年間を過ごしてきた６人。要所要所で仲の良さを
伺わせる、大変和やかな雰囲気の中進んだ。

相井大樹
早稲田大学

4 年
主将 No.51

滋賀県出身。光泉高校でも主将を務め、チームを牽引
した。大学では、１年次から主力として活躍。抜群の
シュート力・と１on１のディフェンスの強さが魅力の選
手。



こを目指していけばいい結果がでるんじゃないだろ

うか。

―慶應はどうでしょうか？

二ノ宮　：まだ課題が山積みで、全然だめです。け

ど逆に言えば伸びしろが大きいので、これからの取

り組み次第ではすごいチームになると思います。

岩下　：やっぱり世代交代したんで、僕ら既存の中心

選手が新戦力を生かせるようなチームにしたい。そ

こが上手く機能すれば、進化出来るチームだと思う

ので、しっかりと取り組みたいです。

酒井　：岩下が言ったように、可能性があるチーム

だと思います。これから京王電鉄杯や関東トーナメ

ントがあるので、そこでいかに周りを生かすプレー

を出来るかが勝負だと思っています。

―早稲田は今年はどんなチームですか？

井手　：プレイスタイルがないよね。

相井　：たぶん慶應は２４秒を使わずに割とはやく

攻めてきますから、うちは逆に２４秒いっぱい使っ

て攻めてリズムを狂わせる。つまり相手のにあわせ

て嫌なことを嫌なことをしていくってのがスタイル

かな。万能って言えば聞こえがいいけど、チームカ

ラーがないのかな。

―慶應とはどのように戦うのか？

相井　：慶應はみんなシュートを打ってくるとは思

うけど、やっぱり中心になるのはこの３人ですよね。

だからこの３人を抑えればうまくいくのではと思っ

てます。

井手　：まぁね。理想は全部抑えることなんだけど。

リズムというか中心となる場所があるのでそこを狂

わせればね。まぁ、それが難しいんだけど。

―では慶應側が早稲田にどんなイメージを抱いて

いるのでしょうか？

二ノ宮　：４年生主体というか今年力入れてると思

うんで、相当の強い気持ちで臨んでくると思うんで

すけど、こっちもそれ以上に頑張りたいです。

岩下　：それなりにポテンシャルがあるチームで勢

いに乗ったら相当やっかいですね。

まぁ最初から叩き潰せば問題ないと思います。

酒井　：早稲田のイメージは井手君一人ですね

（笑）。去年も最後にやられたんで、あれを止めるた

めに１年やってきたようなもんですよね（笑）。真面

目に答えるとシューターが多いですね。インサイド

は久保田ぐらいなので。戦い方としてはインサイド

は岩下に任せて、僕たちはシューターをいかに抑え

るか。それが勝敗に繋がっていくと思います。

―では早稲田と戦う上でどういうことを考えてい

「最後の早慶戦を迎えて」
�

―今年は早慶戦の場所が代々木第二体育館ではな

く、日吉ですね。少し残念な気持ちはあるかな？

相井　：あーそれはありますね。

井手　：アウェーじゃん。怖くてシュートとか打て

ない。俺、繊細だよ（笑）。

岩下　：個人的には代々木でやりたかったんですけ

ど、最後の年がホーム開催ということで、友人から

なにから集めて慶應一色にして勝ってやろうと。

二ノ宮　：全てで慶應一色にして去年の雪辱を晴ら

せるように頑張りたいです。

酒井　：これ同じことしか言えませんよね（笑）。た

だ勝利そこだけに集中したいです。

るのですか？

酒井　：今年は去年のような接戦な展開にもってい

かれたらやられそうなので、できるなら（点差を離

して勝ちたいです。

井手　：僕らも離したい（笑）。

酒井　：たぶんそんなにうまくはいかないんだよね

（笑）。

―早稲田が慶應で警戒したい選手は誰ですか？

井手　：酒井。

金井　：酒井やー。

酒井　：早稲田は井手君ですかね。去年も最後にや

られていますし。

金井　：あーそれ去年な二ノ宮が出てきたから、井

手が空いたんや。俺どうしようかパニクってた。東

さんにボールわたして、もうボールもらいたくなか
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金井賢治
早稲田大学

４年
No.00

井手勇次
早稲田大学

４年
副将 No.７

大阪府出身。東山高校時代は全国大会に出場しなかっ
たものの、国体で京都チームの一員として全国で活躍。
３Ｐからインサイドまでこなし、圧倒的な得点力を持つ。
早稲田においても１年時から活躍。

埼玉県出身。北陸高校ではインターハイ優勝時の主力
として活躍。１年次からスタメンとしてプレーし、チー
ムＮｏ.１の勝負強さを持っている。

酒井祐典
慶應義塾大学

４年
副将 No. ５

長崎県出身。言わずと知れた超名門・福大大濠高校の
元主将。大学では、最強のユーティリティープレイヤー
として名を馳せている。お茶目な普段と試合時のギャッ
プが激しい。



ったのにまたきてさ（笑）。で酒井を抜こうとしたら

二ノ宮がきてヤバいと思ってたんだよね。

井手　：俺待ってたから（笑）。まぁ、酒井は仕事人

ですよ。

酒井　：ワタクシ、その井手君のスリーポイントの

後に、同じように逆転のチャンスがあったのに決め

られなかった…。

早稲田一同　：あーあせった、あせった（笑）。

―酒井さんは実際に対戦してみてどうですか？

井手　：ウザイ、だるい（笑）。

相井　：あと、重たい。

早稲田一同　：おっさん（笑）。

井手　：やっぱり厄介なプレーヤーという感じ。見

た目はカッコイイ…そんな嘘つけねぇや（笑）。

相井　：地味だけど、リバウンドやルーズボールと

マンになってくるのは？

相井　：やはり久保田かなと。

井手　：それはある。やっぱあいつがいいとチームの

調子も変わってくる。河上や二宮が今年は入ってき

たけど、久保田の高さはなんだかんだいってね。１

年生とはやってきた経験が違ってると思う。こちら

の要求することが分からない部分もあると思う。そ

ういう意味でやっぱり久保田には４０分出てほしい。

相井　：相手にも応じてだよね。小さいチーム相手

だったら、１年生とか小さいメンバーでもいいかも

しれないし。

―では慶應のキーマンは？

二ノ宮　：家治…。

金井　：じゃあ俺家治とマッチアップしよ（笑）。

酒井　：でも僕たち三人ですね。いかに周りを生か

せるかだと思います。

か１番重要なとこを担っている存在。

井手　：酒井がいるのといないのとでは全く違う。去

年はファールで下がってくれて助かった。あれが大

きかった。あと二ノ宮もなんだかんだで勝負どころ

でシュートを入れてくるから、やっぱり二ノ宮もつ

ぶしたい。酒井と二ノ宮のどっちかをコートから追

い出せたら流れはくるんじゃないですか。

―では慶應が早稲田で一番警戒すべきは誰でしょ

うか？

岩下・二ノ宮　：久保田…得点源ですから。

酒井　：去年もあいつにインサイドでやられて悪い

リズムになってしまった。同じ高校なんであいつに

やられるとむかつくんですけど（笑）。個人的にはガ

ードには負けたくないです。

―と慶應は考えているようですが、早稲田のキー

「伝統の早慶戦」

―早慶戦はやっぱり特別ですか？

岩下　：盛り上がりが本当にすごいです。

酒井　：チームとしての公式戦とは違って定期戦と

して早慶戦勝利を目標に掲げるくらい大切にしてま

す。思い入れは本当に強いです。

―早慶戦に懸ける意気込みは？

井手　：ちょっとまだ時期が早いよな。先にトーナ

メントがあってどうしてもそっちを考えてしまう。

相井　：早慶戦は負けられない試合。時期が近づいて

くればくるほど早慶戦の重みとかっていうのは感じ

てくると思います。そうなった時に４年生がどう思

うのかってのが勝利に関わってくると思います。ま

ず今はトーナメントで１つ１つ課題をクリアしてい

って早慶戦につなげていきたい。

二ノ宮　：去年初めての負けを味わってどの大会で

負けるより悔しかったんで絶対に勝ちたいと思いま

す。

岩下　：もうあんな思いはしたくないんで、絶対勝

ちます。

酒井　：春シーズンの最終目標として慶早戦に勝つ

と決めているのでチーム一丸となって早稲田をぶっ

潰します。
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二ノ宮康平

慶應義塾大学
４年

主将 No. ４

岩下達郎
慶應義塾大学

４年
No.７

埼玉県出身。京北高校時の大阪インターハイでは見事
得点王に輝き、高２の国体ではチームメイトの岩下と
共に日本一の原動力に。慶應義塾大学入学後は、不
動の司令塔としてチームを牽引している。

東京都出身。U-18、ユニバーシアード日本代表として
世界レベルの試合を肌で経験。慶應では、入学時から
大学界屈指のセンタープレイヤーとしてゴール下を支配
してきた。




